
紆
扁
蜀
笏
又
は
予
穂
蜀
大
前
に

菅
政
権
が
携
帯
料
金
引
下
げ
等
を

早
期
に
実
現
す
れ
ば
、
国
民
の
支
持

で
長
期
政
権
に
。
こ
れ
が
小
泉
政
権

当
時
の

「迷
」
軍
師
の
作
戦
だ
「
菅

氏
は
か
つ
て
四
割
引
き
下
げ
を
打
ち

出
し
た
は
ず
だ
が
。

爾
苦
労
人
の
叩
き
上
げ

秋
田
の
農
家
に
生
ま
れ
集
団
就
職

で
東
京

へ
、
と
い
う
と
立
志
伝
中
の

人
物
。
集
団
就
職
は
中
学
校
を
卒
業

し
た
て
の
子
ど
も
が
、
夜
行
臨
時
列

車
で
埼
玉
や
東
京
に
き
て
中
小
企
業

に
就
職
し
た
こ
と
。
菅
氏
は
北
大
を

目晃

し

た
が
、
進
学

で
き
ず
、
墓

示

に
出
て
き
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
法

政
大
学
に
進
学
し
、
政
治
家

へ
の
道

を
歩
む
。

私
も
秋
田
出
身
で
、
北
大
を
目
指

す
も
能
力
・勉
強
不
足
で
三
度
挫
折
。

大
学
院
で
な
ん
と
三
度
目
。
法
政
大

学
で
経
済
学
を
学
ん
だ
が
、
大
学
院

に
入
れ
て
く
れ
ず
他
大
学
の
大
学
院

へ
。本

来
な
ら
、
秋
田
が
生
ん
だ
お
ら

が
総
理
と
、
祝
福
し
た
い
の
だ
が
…

艤
安
倍
政
治
の
闇

前
詩
縫
ほ

、
内
閣
基
畢
局
を
フ
ル

活
用
し
て
官
僚
を
抑
え
込
ん
だ
。
出

世
し
な
い
と
い
い
と
こ
ろ
に
天
下
り

で
き
な
い
官
僚
は
、
官
邸
の
意
向
を

付
託
し
て
文
書
破
棄

。
改
ざ
ん

。
捏

造
を
行

っ
た
。
マ
ス
コ
ミ
を
胴
喝
し

た
の
か
ヽ
政
権
に
批
判
的
な
斗
墓
「が

テ
レ
ビ
等
か
ら
消
え
た
。
安
保
法
制

を
通
す
た
め
、
内
閣
法
制
局
長
官
を

政
権
に
都
合
の
い
い
人
物
に
す
げ
替

え
た
。

モ
リ

・
カ
ケ

・
サ
ク
ラ
等
、
目
に

余
る
権
力
の
私
物
化
、
こ
れ
が
安
倍

緊

。

た
だ
、
政
権
の
言
う
こ
と
を
聞
く

人
物
を
検
事
総
長
に
と
法
解
釈
を
変

え
た
が
、
国
民
の
轟
々
た
る
批
判
を

受
け
撤
回
。
元
検
事
総
長
ま
で
反
対

に
回
っ
た
。
日
本
国
民
の
大
勝
利
／

こ
れ
も
安
倍
政
治
の
継
承
か
、
菅

氏
は
国
家
の
根
幹
を
揺
る
が
す
決
定

を
下
し
た
。

日
本
学
術
会
議
の
新
会
員
候
補
６

名
の
任
命
拒
否
。
安
保
法
制
や
共
謀

罪
法
等
に
反
対
し
た
か
ら
か
？
学
術

会
議
は
学
者
が
戦
争
に
加
担
し
た
反

省
に
基
づ
い
て
、
政
府
か
ら
独
立
し

て
政
府
に
提
言
等
を
す
る
機
関
で
、

大
学
は
軍
事
目
的
の
研
究
を
せ
ず
と

の
基
本
姿
勢
を
堅
持
し
て
き
た
。

国
学
問
の
自
由
は
な
ぜ
必
要
か

戦
前
、ド
イ
ツ
の
経
済
力
を
倍
に
、

ア
メ
リ
カ
を
半
分
に
し
て
、
対
米
戦

争
に
勝
て
る
と
か
、
日
本
の
経
済
力

を
改
ざ
ん
し
て
、
経
済
的
に
ア
メ
リ

カ
と
互
角
と
す
る
デ
ー
タ
を
国
民
は

鵜
呑
み
に
し
た
。
か
く
し
て
国
民
は

あ
い
ざ
わ

。
こ
う
え
つ
　
１
９
５
０
年
生
ま
れ
。
秋
田
県
出

身
。
法
政
大
斗
事
菫
黍

慶
応
義
塾
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程

修
了
。
埼
玉
学
園
大
学
特
任
教
授
、
経
済
学
博
士
。
著
書

「定

常
型
社
会
の
経
済
学
」

（ミ
ネ
ル
ヴ

ァ
書
房
、
２０
年
）
。

相沢攀層謳

特儀教授

黎 〇瘍

鬼
畜
米
英
／
で
凝
り
固
ま
る
。

正
確
な
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
発
言

す
る
の
が
学
者
だ
が
、
正
確
な
デ
ー

タ
公
表
も
、
戦
争
批
判
も
国
家
に
よ

る
弾
圧
で
封
殺
さ
れ
た
。
国
民
は
大

杢

塁

翼

に

軟

一稟５

た
。
そ
の
糧

順

は
３
０
０
万
人
の
犠
牲
者
と
焦
土
と

化
し
た
国
土
。
ア
ジ
ア
諸
国
に
筆
」吉

に
尽
く
し
が
た
い
被
害
を
与
え
た
。

学
問
の
自
由
が
保
障
さ
れ
、
学
者

が
正
確
な
デ
ー
タ
と
見
解
を
提
示
し

て
、戦
争
の
無
謀
さ
を
主
張
し
た
ら
、

世
論
は
戦
争
回
避
の
為
、
政
治
家
よ

金
力
を
投
入
せ
よ
だ
っ
た
ろ
う
¨
東

ア
ジ
ア
諸
国

へ
の
侵
略
も
な
か

っ
た

は
ず
。
日
本
外
交
の
真
価
を
発
揮
で

き
た
か
も
。

だ
が
、
軍
部
は
戦
争
遂
行
の
為
、

学
問
の
自
由
を
完
全
に
剥
奪
し
た
。

学
問
の
自
由
は
自
由
の
範
疇
に
入
る

が
、
わ
ざ
わ
ざ

「日
本
国
憲
法
」
に

入
れ
た
の
は
、
日
本
を
三
度
と
侵
略

戦
争
に
踏
み
込
ま
せ
な
い
よ
う
、
戦

争
責
任
を
と
る
為
だ
っ
た
。
そ
こ
に

土
足
で
踏
み
込
ん
だ
人
物
こ
そ
菅
氏

な
の
だ
。

も
ち
ろ
ん
、
官
僚
と
違

っ
て
真
理

を
探
究
す
る
学
者

。
研
究
者
が
、
黙

る
こ
と
も
、
政
治
家
の
意
向
を
付
度

す
る
こ
と
も
、
媚
び

へ
つ
ら
う
こ
と

も
あ
り
え
な
い

（但
し
「御
用
学
者
」

は
除
く
／
）
。
菅
政
権
は
、
厄
介
な

「人
々
」
を
敵
に
回
し
た
も
の
だ
。


